
『
仁
助
咄
』
は
天
明
年
間
（
一
七
八
一
’
八
九
）
の
こ
ろ
に
、
肥

後
で
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
。
当
時
の
農
村
の
生
活
の
苦
し
さ
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
、
話
の
中
心
と
な
る
仁
助
と
数

人
の
農
民
た
ち
、
そ
れ
に
村
内
の
医
者
が
加
わ
っ
て
、
座
談
の
形
式

を
と
っ
て
描
写
し
て
あ
る
。

話
は
第
一
話
か
ら
第
七
話
ま
で
、
計
七
話
が
あ
り
、
何
国
何
郡
山

中
村
と
い
う
設
定
で
、
あ
る
年
の
一
月
の
間
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

話
の
主
題
は
、
仁
助
が
中
心
に
な
っ
て
、
農
民
の
悲
惨
な
生
活
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
相
手
に
な
っ
た
の
が
、
医
者
の
山

村
智
伯
で
あ
る
。
そ
こ
で
話
の
中
に
は
病
気
や
怪
我
、
あ
る
い
は
医

学
的
な
も
の
の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
上

げ
て
検
討
し
て
み
た
。

『
仁
助
咄
』
に
承
ら
れ
る
医
学浜

田
善
利

第
一
話
で
は
、
陰
陽
師
の
話
と
し
て
、
時
節
を
説
明
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
五
日
を
一
候
と
し
、
三
候
を
一
気
と
し
、
（
六
）
気
を

一
時
と
し
、
四
時
つ
ま
り
二
四
気
を
一
歳
と
す
る
も
の
で
、
傷
寒
例

に
説
く
時
節
の
話
で
あ
る
。
第
二
話
で
は
、
打
血
の
話
に
こ
と
よ
せ

て
、
生
活
の
苦
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
第
四
話
で
は
、
葛
根
餅
に
つ

い
て
、
葛
の
根
は
葛
根
と
い
っ
て
薬
種
に
つ
か
い
、
表
を
発
し
裏
熱

を
さ
ま
し
、
脾
胃
を
調
え
る
薬
だ
と
あ
る
。
ま
た
傷
寒
や
痘
疫
の
話

も
設
え
る
。
第
五
話
で
は
、
腰
を
打
ち
折
っ
た
と
い
う
病
人
か
ら
の

依
頼
で
、
そ
の
治
療
に
出
掛
け
る
。
第
七
話
で
は
、
四
時
の
め
ぐ
り

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
素
問
』
の
四
気
調
神
大
論
に

見
え
る
。

本
書
の
著
者
と
し
て
は
、
そ
の
時
代
に
矢
部
町
に
在
住
し
た
御
郡

医
師
の
渡
辺
質
（
た
だ
す
）
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

渡
辺
質
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
四
）
に
矢
部
浜
町
で
生
ま
れ
、

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
七
二
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
彼
は
肥

後
熊
本
藩
の
医
学
校
で
あ
る
再
春
館
の
御
施
薬
主
も
勤
め
た
人
で
、

病
人
の
治
療
に
熱
心
で
、
ど
ん
な
真
夜
中
で
あ
ろ
う
と
、
往
診
を
頼

ま
れ
る
と
必
ず
出
掛
け
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
彼
は
ま
た

第
一
級
の
知
識
人
で
あ
り
、
文
化
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
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た
の
は
、
嘉
永
元
年
一
○
月
四
日
で
、
往
診
か
ら
帰
る
途
中
、
横
野

村
霧
府
滝
で
和
歌
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
足
を
滑
ら
せ
て
、
滝
に

転
落
、
死
亡
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
熊
本
工
業
大
学
）

江
戸
時
代
の
大
名
・
諸
藩
は
、
俗
に
三
百
藩
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

幕
命
に
よ
り
改
易
。
国
替
え
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
た
め
に
、
時
代
に

よ
っ
て
そ
の
数
に
差
異
が
あ
り
、
江
戸
後
期
で
は
お
よ
そ
二
百
七
十

藩
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
各
大
名
家
は
、
そ
の
禄
高
、
格
式
に

応
じ
て
相
当
数
の
藩
医
を
召
し
抱
え
て
い
た
の
で
、
全
国
的
に
は
か

な
り
多
数
の
藩
医
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浅
学
に
し
て
、
そ
の
数

を
正
確
に
は
知
り
得
な
い
が
、
恐
ら
く
何
百
、
何
千
と
い
う
医
師
数

で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

黒
田
家
福
岡
藩
は
、
藩
祖
・
黒
田
長
政
以
来
、
ほ
ぼ
筑
前
国
一
円

を
領
す
る
表
石
高
四
十
七
万
三
千
石
の
外
様
大
藩
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
藩
医
も
多
く
、
文
化
十
四
年
分
限
帳
に
よ
る
と
、
内
科
五
十
六

人
、
小
児
科
十
六
人
、
外
科
二
十
人
、
眼
科
五
人
、
口
科
三
人
、
針

『
福
岡
藩
奥
御
番
医
亀
鑑
』
に
つ
い
て

木
下
勤
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